
日本学術会議副会長の任命について 

 

令和８年 10月 16日 

 

 日本学術会議法（令和７年法律第 70号。以下「法」という。）第 22条第５項

において準用される法第 21条第４項及び日本学術会議法施行規則（令和８年内

閣府令第 88号）第２条の規定に基づき副会長の任命の理由及び任命の過程を公

表する。 

 

１．任命の理由 

 副会長については、法第 22条第１項により、その員数は３人以内とされてい

ることから、10 月２日に開催された成立時総会において、加藤和人会長から、

明和政子会員、堀正敏会員及び関谷毅会員を任命すること並びに副会長の職務

については日本学術会議会則 （日本学術会議規則第１号）第 16条に掲げる事項

を分担してつかさどる旨、提案した。 

 提案された副会長候補について、総会として、いずれも副会長として必要な経

験及び実績を有しており、副会長としての職務を十分に果たせるものと判断し

た結果、全会一致で任命に対し同意したため、同日、加藤会長が、明和会員、堀

会員及び関谷会員を副会長に任命した。 

 

なお、副会長３名の分担は以下のとおりとされた。  

明和副会長 主として、科学者間の連携に関すること及び 

学術会議と政府、社会及び国民等との関係に関すること 

堀副会長 主として、学術会議の財務等の組織運営に関すること及び

学術会議が行う意思の表出に関すること 

関谷副会長 主として、学術会議の国際活動に関すること 

 

２．任命の過程 

 令和８年 

  10月 1日（木）  加藤会長が選任された後、会長において副会長候補者

を検討 

  10月２日（金）  会長による副会長候補者の総会への提案 

  同日   総会による同意 

  同日   会長による副会長の任命 

 

以上 


